
　私は、生まれも育ちも荻窪です。子どもの頃は近くには
田んぼが多く、蛍も飛んでいました。65歳で会社を退職
した時、子どもの頃から興味があった自然環境保全に関わ
る活動をしたいと思いました。そのために、自然に関する
研究会に所属して勉強しました。そして、座学だけでなく、
実際に自然に触れ、歴史・文化と共に保全していくことが
必要だと考え、活動を始めました。

　2006年度に実施され
た『すぎなみ地域大学』
の講座の修了生を中心に、
NPO「すぎなみ学びの楽
園」を立ち上げました。
「角川庭園・すぎなみ詩歌
館」、「ゆうゆう梅里堀ノ
内館」の管理・運営委託
を受けて、自然・文化に関する講座の運営・講師をしたり、
地域の皆さんの交流を図ったりもしています。皆さんもご
覧になっていると思いますが、「すぎなみ景観ある区マッ
プ」の編集もしているんですよ。「住んでよし、学んでよし、
心のふるさと杉並を作ろう」がモットーの一つです。

　自然文化事業部を作って、杉並区民の方々を中心に、近
郊の自然豊かな地域を案内して、自然や歴史に触れても

らっています。緑を
保全して、できるだ
け自然を残したい。
子ども達に「ふるさ
と」をもってもらい
たい。虫や生物も
含めて自分の住む
地域の自然やまち
を好きになって欲しいのです。蛍を親子で飼育して、いの
ちの大切さを知ってもらう活動もしています。多くの方々
に参加していただきたいと思っています。

　高見澤氏は荻窪を中野、吉祥寺の両駅周辺と比較し
ながら、「うっかりすると外来者が多過ぎてしまったり、
鎌倉や京都のように住む人と街のにぎわいがまったく

別のものになってしまったりする」と指摘。「荻窪らし
さ」を重視しながら地域住民も参加した「まちづくり」
が必要であることを訴えていました。

　2月27日（土）午後、当地域区民センターで高見澤邦郎・首都大学東京名誉教授の講演「荻外荘は荻窪のまち
づくりの決め手になるか」が開催されました。昭和前期の総理大臣・近衛文麿の私邸、荻外荘の国史跡指定を
機に、今後の荻窪の街づくりについて考えるのが狙いで、応募された区民と研修を兼ねたセンター協議会会員
の約80人が参加しました。
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どのような動機で活動を始められたのですか？

団体としての活動は？

最も力を入れておられる活動は？

今回は、杉並区で、自然と文化財の保護活動を行われている淀川正進（よど
がわ・まさよし）さんを、荻窪3丁目の「角川庭園・すぎなみ詩歌館」での竹垣
補修作業中にお尋ねして、お話を伺いました。

みどりを守り、
ふるさとを育てる

淀川正進さん

自然文化探索会

ボイストレーニングで声を磨こう
　響きのある声できれいに歌ったり、明瞭な発音ができるようにすることを目指す
講座です。講座では、テノール歌手の立林淳氏が提唱するVACメソッド（声帯自動
制御法）を用いて、お腹から声を出す技術を身につけます。

●日時：平成28年5月11・18・25日、6月1日（水） 午後1時30分〜3時30分
●場所：荻窪地域区民センター第1・2集会室 立林	淳氏

竹垣の補修作業

「荻窪らしさ」を重視し、参加型で
─「荻外荘とまちづくり」講演

高見澤邦郎氏

講演会

第37回

　2月6日（土）、7日（日）、恒例のアート展が開催され、天候
にも恵まれて、約850名の方々が来場されました。
　グループや個人の方々からは、多彩な分野からの作品を展
示いただきました。近隣小中学校の生徒の作品には、「いろい
ろ工夫があって素晴らしい」との声が寄せられ、スタンプラ
リーの抽選コーナは子ども達で終日大賑わいでした。
　また今回は、杉並区ゆかりの版画家「恩地孝四郎」の作品
を展示しましたが、「素晴らしい作品をここで鑑賞できて嬉し
い」との意見を多数いただきました。
　皆さまのご協力ありがとうございました。

1階	表装作品

地下体育室の小中学校生徒作品

1階	さわる絵本作品

抽選会場風景

　3月4日（金）午後、当セ
ンターで平成27年度の「地
域懇談会」を開催しまし
た。町会・自治会、民生委
員、学校支援本部、ケア
24、NPOなど地域の多分
野の団体から30数人が参
加。「地域包括ケア」につ
いてのミニ講演の後、協議
会委員を含め6人程度のグ
ループに分かれ、「センター
協議会は何をお手伝いでき
ますか?」をテーマに意見
交換をしました。約1時間
にわたる話し合いでは「地
域団体のイベントチラシを
講座等で配布してほしい」
「地域団体と協働して企画
ができないか」「センター協議会の認知度が低い。広報活動に
力を入れてほしい」など、協議会への要望・提案が多く出され
ました。続く懇親交流会では名刺交換が行われて参加者同士が
活発に交流。地域の団体と団体との協力・提携を模索するよい
機会になりました。

地域包括ケアのミニ講演

アート展 協力・提携の模索へ第
一歩

─平成27年度の「地域
懇談会」


